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— PFAS "論文差し替え”で見えた
「いのちを守る仕組み」を考える
  環境省は今年7月、水道水に含まれるPFAS（有機フッ素化合物）について、「PFOSとPFOAの合計50ナノグラ
ム」（1リットルあたり）を水質基準にすると決めました。これは欧米と比べると、はるかに緩いものです。
食品安全委員会（食安委）がこの基準の根拠となった「耐容一日摂取量」を決める過程で、参照すべきとされた論
文の約7割を説明なく差し替えていたことが、高木基金PFASプロジェクトの検証によって明らかになりました。
  その後、食安委は、公開の会議とは別に非公開の「打ち合わせ」を24回も開催し、実質的なリスク評価を決めて
いたことを明らかにしました。しかも、その議事録は廃棄したとされています。つまり、私たちが口にする飲み水
の基準がどのような根拠にもとづいてリスク評価がおこなわれ、決められたのかがまったくわからず、ブラックボ
ックスになっているのです。
  食安委は「利用可能な最新の科学的知見に基づき、科学的判断のもとで適切に、一貫性、公正性、客観性および
透明性をもってリスク評価を行い、評価内容を明確に文章化する」ことをその基本姿勢に掲げていますが、PFAS
のリスク評価はこれに沿ったものとはいえません。情報が公開されないだけでなく、そもそも論文の評価軸や評価
方法が定められておらず、恣意的な判断が許される余地があり、第三者による検証も行われていません。
  化学物質に囲まれ、化学物質と無縁ではいられない現代だからこそ、私たちのいのちや健康を守る仕組みはどう
あるべきかを専門家とともに探り、「リスク評価」の仕組みを再構築するための課題について考えてみたいと思い
ます。ぜひ多くの方にご参加いただけると幸いです。

Z o o m 申 込

https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_SRewFARsRIyJcIBMviHLlg#/registration

リスク評価の裏側

「PFAS評価書」大量論文差しかえ問題で明らかになったこと

原田 浩二 さん〈京都府立大学　大学院生命環境科学研究科教授〉

世界標準のリスク評価とは ― WHOの化学物質リスクアセスメントを事例に
高橋 雅恵

　　PFAS“論文差し替え”から考える いのちを守る仕組みとは
さん〈群馬大学特別教授、前群馬大学副学長（医学教育・評価担当）〉鯉淵 典之

さん〈国立医薬品食品衛生研究所・客員研究員（毒性部）・名誉職員〉菅野 純
モデレータ 中下 裕子 さん〈弁護士、ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議代表理事〉

さん〈高木基金PFASプロジェクト事務局長〉

講 演

報 告

パネルディスカッション

院内集会 オンライン同時開催    　｜参加費無料　カンパをお願いします

主　催｜高木基金PFASプロジェクト
問い合わせ｜pfasinfo@takagifund.sakura.ne.jp

　　　　ウェブサイト｜https://www.takagifund.org
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